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西
浦
小
学
校
々
庭
で
の
村
葬
。
奉
安

殿
と
忠
魂
碑
が
見
え
る
。

輻

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①

攀
躁

西
浦
地
区
の
戦
争
記
念
碑
概
観

西
浦
村
忠
魂
碑

西
浦
尋
常
高
等
小
学
校

（明
治
三
七

年
木
負
、
古
宇
、
江
梨
尋
常
小
学
校
を

合
併
し
て
創
立
、
明
治
三
九
年

一
〇
月

現
在
地
の
平
沢
に
移
転
）
の
校
庭
に
、

明
治
四
四
年
創
立
の
帝
国
在
郷
軍
人
会

西
浦
村
分
会
が
主
体
と
な

っ
て
建
立
さ

れ
た
。
昭
和

一
〇
年
七
月
起
工
、
同
年

一
〇
月
二

一
日
竣
工
、
総
工
費
五
百
六

十
四
円
四
〇
銭
で
あ
る
。
同
年

一
一
月

二
日
午
前
九
時
よ
り
除
幕
式
が
神
式
と

仏
式
の
二
部
構
成
で
挙
行
さ
れ
た
。
題

号
は
、
西
浦
村
在
郷
軍
人
分
会
長
と
西

浦
村
長
の
連
名
で
帝
国
在
郷
軍
人
会
静

岡
支
部
長
を
通
じ
て
当
時
の
帝
国
在
郷

軍
人
会
長
鈴
木
大
将

（貫
太
郎
）
に
依

頼
し
、
鈴
木
大
将
に
よ

つ
て
揮
豪
さ
れ

た
。建

立
当
初
に
祀
ら
れ
た
戦
没
者
は
１０

柱

（碑
に
は
刻
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
）
。
内
訳
は
、
戦
争
別
で
は
西
南

戦
争
１
名
、
日
清
戦
争
２
名
、
日
露
戦

争
４
名
、
日
中
戦
争
３
名
、
地
区
別
で

は
、
河
内
１
名
、
木
負
４
名
、
久
料
１
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「忠魂碑関係書類」
(昭和10年 西浦村役場文書)

江梨分教場奉安殿設計図
(西浦村役場文書)

護國塔 (平 沢)

名
、
立
保
２
名
、
久
連
２
名
と
な

っ
て

い
る
。

忠
魂
碑
建
立
に
あ
わ
せ
て
、
「
一
見
ニ

シ
テ
忠
勇
義
烈
ノ
戦
死
病
没
諸
士

二
感

謝
卜
敬
虔
ノ
念
ヲ
喚
起
セ
シ
ム
ル
」
（「忠

魂
碑
関
係
書
類
」
）
為
に
、
海
軍
大
臣
に

廃
兵
器
の
無
償
下
附
を
出
願
し
、
同
年

一
一
月
四
日
付
で
、
浮
標
水
雷
缶

一
個

を
下
付
さ
れ
て
い
る

（実
際
の
移
設
は

同
年

一
一
月
末
頃
か
）
。

こ
の
碑
は
昭
和
三
二
年
五
月
三

一
日

撤
去
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
事
情
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
に
従

っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

奉
安
殿

河
内
の
海
瀬
源
兵
衛
氏
よ
り
奉
安
殿

建
設
費
と
し
て
壱
千
円
が
寄
附
さ
れ
、

西
浦
尋
常
小
学
校
々
庭
隣
接
地
を
所
有

者
か
ら
無
償
借
地

（
一
〇
年
後
に
寄
附

の
契
約
）
し
て
奉
安
殿
が
建
設
さ
れ
た
。

昭
和

一
〇
年

一
二
月
二
四
日
村
会
決
議
、

翌
年
二
月
二
日
地
鎮
祭
、
二
月
二

一
日

起
工
、
三
月
〓
○
日
落
成
。
総
工
費
は

一
千

一
百
円
で
あ

っ
た
。
四
月
二
九
日

落
成
祝
賀
会
挙
行
。
工
事
は
函
南
村
松

本
耕
作
が
請
負

っ
た
。
こ
の
奉
安
殿
を

建
設
す
る
に
あ
た

つ
て
柚
野
尋
常
高
等

小
学
校

（現
芝
川
町
）
、
北
狩
野
南
小
学

校

（現
伊

豆
市
）
、
大
仁
高
等
女
学
校
か

ら
奉
安
殿
の
設
計
図
、
建
設
費
明
細
等

を
取
り
寄
せ
て
い
る
。
昭
和
三

一
年
八

月
二
四
日
撤
去
さ
れ
た
。

ま
た
、
明
治
三

一
年
に
設
立
さ
れ
た

江
梨
分
教
場

（昭
和
三
０
年
西
浦
両
小

学
校
、
昭
和
四
六
年
西
浦
小
学
校
に
統

合
）
に
は
昭
和

一
七
年
に
奉
安
殿
が
建

設
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
い
つ
撤
去
さ
れ

た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

護
國
塔

平
沢
の
西
浦
小
学
校
々
庭
に
昭
和
三

五
年
九
月
二
三
日
、
西
浦
自
治
会
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
。
題
号
は
園
覚
宗
源

（臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
朝
比
奈
宗
源
、

1

ヽ

別
峰
と
号
し
た
）
の
揮
一曇
で
あ
る
。
碑

裏
面
に
は

「英
霊
」
と
し
て
、
西
南
戦

争
以
降
大
東
亜
戦
役
ま
で
の
西
浦
地
区

の
戦
没
者
１３１
名
の
氏
名
が
戦
役
、
事
変

ご
と
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
戦
役
、
事
変

ご
と
の
内
訳
は
、
西
南
戦
争
１
名
、
日

清
戦
争
２
名
、
日
露
戦
争
５
名
、
済
南

事
変
１
名
、
上
海
事
変
２
名
、
日
支
事

変
１６
名
、
大
束
亜
戦
役
１０４
名
と
な

っ
て

い
る
。

義
勇
奉
公

明
治
丹
七
八
年
戦
役
記
念
碑

現
在
は
西
浦
小
学
校
の
護
國
塔
の
脇

に
建

つ
。
戦
前
は
奉
安
殿
、
忠
魂
碑
、

二
宮
金
次
郎
銅
像

（平
沢
の
渡
邊
友
三

郎
氏
の
紀
元
二
六
〇
０
年
記
念
の
寄
附

で
昭
和

一
五
年
二
月
九
日
建
立
、
同

一

七
年

一
二
月
八
日
供
出
）
と
並
ん
で
西

浦
尋
常
小
学
校
々
庭
に
あ

つ
た
。
揮
一曇

は
陸
軍
中
将
正
四
位
勲
二
等
功
三
級
古

川
宣
誉
で
、
彼
は
沼
津
兵
学
校
第
二
期

資
業
生
で
あ

っ
た
。

紀
念
碑

江
梨
の
八
幡
神
社
神
明
神
社
参
道
脇

に
明
治
二
八
年
八
月
、
江
梨
区
青
年
社

に
よ

つ
て
建
立
さ
れ
た
。
江
梨
か
ら
日

清
戦
争
に
従
軍
し
凱
旋
し
た
２
名
を
顕

彰
す
る
碑
で
あ
る
。
ま
た
、
八
幡
神
社

神
明
神
社

の
鳥
居
前
に
建

つ
標
石
は
、

大
正

一
一
年
五
月
の
建
立
で
、
揮
一曇
は

沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
で
学
ん
だ
陸

軍
大
将
井
口
省
吾

（大
正
九
年
退
役
）

で
あ
る
。

英
霊
　
護
國
塔

江
梨
の
海
蔵
院
北
側
高
台
の

一
画
に

昭
和
二
七
年
九
月
二
三
日
、
江
梨
遺
族

一
同
に
よ

つ
て
建
立
さ
れ
た
。
揮
一里
は

園
覚
宗
源
で
あ
る
。
碑
裏
面
に
は

「同

`ヽ

義勇奉公 (平沢)
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會
」
と
し
て
江
梨
出
身
の
昭
和

一
五
～

三
二
年
の
１９
名
の
戦
没
者
の
戒
名
、
戦

没
年
月
日
、
氏
名
が
、
〓
島

の
雪
嶺
居

士
の
書
で
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
前
に
は

「厭
華
」
と
刻
さ
れ
た
花
立
２
基
、
「江

梨
匡
」
と
刻
さ
れ
た
燈
篭
２
基
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

慰
霊足

保
の
共
同
墓
地
の

一
画
に
昭
和
三

二
年
九
月
彼
岸
、
遺
族
に
よ

つ
て
建
立

さ
れ
た
。
題
号
は
園
覚
別
峰
の
揮
一曇
で

あ
る
。
戦
没
者
５
名
の
戒
名
、
戦
没
年

月
日
、
戦
没
場
所
、
氏
名
が
刻
さ
れ
て

い
る
。

流
芳古

宇
の
泉
竜
寺
境
内
に
昭
和
三
四
年

二
月
、
遺
族
に
よ

つ
て
建
立
さ
れ
た
。

題
号
は
園
覚
別
峰
の
揮
一宅
で
あ
る
。
戦

没
者
６
名
の
戒
名
、
氏
名
、
戦
没
年
月

日
、
戦
没
場
所
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

仰
遺
烈

久
連
の
先
得
寺
の
基
地
の

一
画
に
久

連
遺
族
会
に
よ

つ
て
昭
和
三
七
年
九
月

二
三
日
建
立
さ
れ
た
。
昭
和
二
八
年

一

月
に
碑
の
あ
る

一
画
を
戦
没
者
共
同
墓

地
と
し
て
整
備
し
た
。
題
号
は
園
覚
宗

源
の
揮
一宅
で
あ
る
。
昭
和
七
年
よ
り
終

戦
ま
で
の
久
連
地
区
出
身
戦
没
者
２９
名

し

の
戒
名
、
氏
名
、
戦
没
年

月
日
が
、
西
浦
小
学
校
長

上
原
唯

一
の
書
に
よ

つ
て

刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
前
に

は
、
久
連
農
業
会
、
久
連

漁
業
会
に
よ

つ
て
花
立
が

１
基
ず

つ
、
久
連
区
に
よ

っ
て
燈
篭
２
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

「戦
没
者
共
同
墓
地
建
設
記
」
が

久
連
遺
族
会
に
よ
つ
て
建
て
ら
れ
て
い

る
。

馬
頭
観
音

河
内
の
観
音
堂
跡
に
昭
和

一
二
年
八

年
二

一
日
建
立
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、

「□
□
事
変
軍
馬
徴
発
記
念
」
と
刻
さ

れ
て
い
る
。

慰
霊木

負
地
区
の

一
画
、
木
負
尋
常
小
学

校
の
跡
地
に
昭
和
二
七
年
九
月
、
遺
族

に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た
。
題
号
は
園
覚

別
峰
の
揮
豪
で
あ
る
。
木
負
地
区
出
身

戦
没
者
２６
名
の
戦
没
年
月
日
、
戦
没
場

所
、
氏
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
前
に

は
、
木
負
区
に
よ

つ
て
燈
篭
２
基
が
、

木
負
消
防
国
に
よ

つ
て
手
水
鉢
１
基
が
、

男
女
青
年
団
、
婦
人
会
に
よ

つ
て
花
立

２
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
西
浦
地
区
の
戦
争
記
念
碑
の

調
査
に
つ
い
て
記
し
た
。
周
知
の
と
お

り
、
西
浦
地
区
の
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が

臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
西

浦
地
区
で
戦
後
に
建
立
さ
れ
た
戦
争
記

念
碑
の
揮
一宅
は
、
現
在
把
握
で
き
て
い

る
限
り
で
は
、
今
て
円
覚
寺
派
管
長
の

朝
比
奈
宗
源
氏
の
手
に
な

っ
て
い
る
。

氏
は
名
僧
と
し
て
、
ま
た
テ
レ
ビ
番
組

の
題
字
を
書
く
な
ど
書
家
と
し
て
名
を

知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
西
浦
地
区

に
お
け
る
臨
済
宗
円
覚
寺
派
と
の
関
わ

り
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

〈参
考
文
献
〉
『
西
浦
小
学
校
創
立
百
周

年
記
念
誌
　
に
し
う
ら
』
（
一
九
七
七
）
、

「忠
魂
碑
関
係
書
類
」

（昭
和

一
〇
年
、
西

浦
村
役
場
文
書

。
当

館
蔵
）
、
『
木
負

・
河

内
の
民
俗
』
（沼
津
市

教
育
委
員
会
、

一
九

九
三
）

英霊 護國塔 (江梨)

流芳 (占宇)

慰霊 (足保)

仰遺烈 (久連)

慰霊 (木負)

-3-

_ヽ



2004.4.25 明 治 史 料 館 え 信 Vol.20 No.1 通巻第77号

当
館
の
１
階
図
書
室
は
、
開
館
以
来

児
童
図
書
室
と
し
て
多
数
の
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り

１
階
図
書
室
は
、
郷
土
資
料
、
県
内
市

町
村
史
、
総
合
学
習
関
連
図
書
、
歴
史

系

一
般
図
書
、
全
国
の
博
物
館
の
刊
行

物
等
を
揃
え
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
皆

様
の
質
問
等
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

明
治
史
料
館
の
新
し
い
ス
タ
ン
プ
が

で
き
ま
し
た
。
当
館
の
石
田
ゆ
か
り
が

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
の
ス
タ
ン

プ
２
つ
も
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。
来
館

の
記
念
に
ど
う
ぞ
。

史
料
目
録
３３

『
長
浜
菊
地
家

（大
門
）
・

長
浜
漁
業
協
同
組
合
目
録
』
（Ｂ
５
版
・

９３
ペ
ー
ジ
、
頒
価
五
〇
〇
円
）
、
史
料
目

録
３４

『
大
平
原
家

（南
の
大
屋
）
。
日
吉

大
嶽
家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版

。
１２３
ベ
ー

ジ
、
頒
価
五
〇
〇
円
）
を
刊
行
し
ま
し

た
。

い
ず
れ
も
当
館
で
所
蔵

・
保
管
す

る
文
書
資
料
の
目
録
で
す
。
史
料
の
検

索
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「さ
ん
ら
い
ふ
」
平
成
１５
年
８
月
１５

日
号

（さ
ん
ら
い
ふ
編
集
部
）
、
「
シ
リ

ー
ズ
甦
る
あ
の
日
」
（Ｓ
Ｂ
Ｓ

「
テ
レ
ビ

タ
刊
」
）
、
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』
１０
月
号

（束

方
通
信
社
）
、
『
清
水
町
史
』
通
史
編
下

巻

（清
水
町
）
、
斎
藤
多
喜
夫
著

『
幕
末

明
治
　
横
浜
写
真
館
物
語
』
（吉
川
弘
文

館
）
、
市
政
参
加
番
組

（静
岡
第

一
テ
レ

ビ
）
、
『
民
衆
文
化
と

つ
く
ら
れ
た
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
―
ア
ウ
ト

ロ
ー
の
幕
末
維
新

史
』
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
、　
エ
ハ

ガ
キ

（日
ｏ
∽
２
ｏ
ｏ

，
ｏ
日
お
し
、
別
冊
歴
史

読
本
７５
号

『幕
末
維
新
大
戦
争
』
（新
人

物
往
来
社
）
、
「ビ
ジ

ュ
ア
ル
ワ
イ
ド
小

ヽ

学
校
社
会
科
資
料
集
６
年
生
静
岡
県
版

資
料
」
（東
京
書
籍
）
、
別
冊
歴
史
読
本

８３
号

『
徳
川
旗
本
八
万
騎
総
覧
』
（新
人

物
往
来
社
）
、
「市
政
参
加
番
組
　
沼
津

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
物
語
」
（広
報
課

・
静
岡

第

一
テ
レ
ビ
）
、
『
麻
布
中
学
を
創

っ
た

男
』
（新
潮
社
）
、
『
沼
津
市
史
絵
図
集
』

（仮
題
）
、
「沼
津
の
四
季
」
（沼
津
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
作
成
ビ
デ
オ
）

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

「竹
の
今

昔
物
語
」
展

（７
月
～
９
月
）、
沼
津
市

役
所
社
会
福
祉
課

「沼
津
の
戦
争
パ
ネ

ル
展
」
８
月
１５
日
、
沼
津
市
歴
史
民
俗

資
料
館

「植
田
内
膳
と
香
貫
用
水
」
展

（２
月
～
６
月
）、
上
本
通
商
店
街
振
興

組
合
主
催

「沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
」

（３
月
）

権
田
正
三
郎
関
係
資
料

（権
田
新

一

様
）
、
西
川
鐵
次
郎
関
係
資
料

（西
川
創

様
）、
古
銭
、
切
手
等

（伊
豆
野
伍
郎
様
）、

幕

（石
川
治
夫
様
）、
剣
道
防
具
等

（赤

坂
沼
津
学
園
同
窓
会
様
）
、
大
川
通
久
関

係
資
料

（大
川
幸
作
様
）、
軍
事
郵
便
ハ

ガ
キ

（岩
崎
安
伸
様
）、
和
田
伝
太
郎
筆

屏
風

（田
中
明
様
）、
鐸
成
舎
卒
業
証
書

ｔ

（丸
田
佳
子
様
）
、
拓
本

（宮
治
学
美
子

様
）足

保
区
有
文
書

（西
浦
足
保
自
治
会

様
）
、
木
負
相
磯
家

（上
條
）
文
書

（相

磯
昌
美
様
）、
下
香
貫
藤
井
原
関
係
文
書

（山
本
干
守
様
）

４
月
１
日
付
、
２
日
付
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
事
務
員
川
口
勝
久
が
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
異
動
、
後
任
に
主
幹
石

川
治
夫
が
、
臨
時
嘱
託
武
田
藤
男
が
退

職
、
後
任
に
大
庭
晃
が
着
任
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

通
信
７６
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

１
頁
キ
ヤ
プ
シ
ョ
ン
　
干
　
↓

　
ニ

４
頁
２
段
７
行
　
　
当
時
　
↓
　
後
に
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‐
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Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九

二
五
‐
三
〇

一
八

〓
０
¨ヽ
く
ヨ
く
ら
〓
Ч
』
ｃ
８
●
ＮＦ
∽
〓

ｃヽ
ｏ
Ｆ
Ｐ

一も
ヽ
∽
」∽
ｏ
一●
ヽ
】日
ｏ
こ
●
こ
●
Ｏ
ｏ
Ｘ
・，
日
目


